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中国経済：企業景況感は改善続くが内需はやや弱含み（2017 年 1
月 PMI） 

2 月 1 日に発表された 1 月の PMI（担当購買者指数）からは、企業の景況感は改善が続いている

ことが確認された。ただし、製造業では内需を中心に新規受注が弱含んでおり、自動車購入減税

の縮小や住宅購入規制の強化が、関連業種に悪影響を与え始めた可能性がある。 

国家統計局が 2 月 1 日に発表した 1 月の PMI（担当購買者指

数）1は、製造業では 51.3（12 月 51.4）と前月より 0.1 ポイ

ント低下したものの、改善と悪化の境目である 50 を 6 ヵ月

連続で上回り、製造業の景況感は改善が続いていることを示

した。非製造業も 54.6（12 月 54.5）と高い水準を維持し、

景況感の改善が続いている2。 

製造業について、主な内訳を見ると、最もウェイトの高い新

規受注指数は 52.8（12 月 53.2）と引き続き 50を大きく上回

り需要の好調さを示した。しかしながら、前月より 0.4 ポイ

ント低下しており、勢いはやや弱まっている。新規輸出受注指数は、50.3（12 月 50.1）と前月より 0.2 ポイン

ト上昇し、外需は改善が見られたことから、新規受注全体の低下は内需が弱含んだことが主因と考えられる。 

それでも新規受注の改善が続いていることから、在庫調整も進んでいる。在庫指数を見ると、原材料在庫は 48.0

（12 月 48.0）と前月と同じ、製品在庫は 45.0（12 月 44.4）とやや高まったが、いずれも 50 を下回っており

在庫調整は進展している。 

そのため、生産指数は 53.1（12 月 53.3）と前月から 0.2 ポイント低下したが、引き続き 50 を大幅に上回り、

生産活動が拡大していることが示された。 

 

 

 

 

 

                                                   
1 国家統計局が中国物流購買連合会と共同で、製造業 31 業種 3,000 社、非製造業 27 業種 1,200 社の購買担当者に対して実施す

るアンケート調査に基づいて作成（Diffusion Index）。50 以上が先月より改善、50 未満が先月より悪化を示す。 
2 国家統計局によると、非製造業のうち、特に、卸売、鉄道運輸、航空運輸、郵政、ホテル、電信放送テレビ衛星、インターネ

ットソフトウェア、金融、保険、リースなどの業種は総じて好調で、ビジネス活動指数が 55 を上回った（詳細な数値は未公表）。 

PMI（担当者購買指数）の推移（中立＝50）

（出所）中国国家統計局
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以上のように、1 月の PMI 指数は、企業景況感の改善が続いていることを示したが、同時に、国内需要がやや

弱含んでいる様子も見られた。国家統計局は、「1月に生産や市場の需要がやや低下したのは春節休暇3の影

響も一因」としているが、2016 年秋に強化された住宅購入制限策や、2017 年 1 月からの自動車取得減税の

規模縮小4によって、関連産業の企業活動が影響を受けた可能性もあろう。 

 

                                                   
3 1 月 27 日～2 月 2 日。 
4 2016 年 12 月 16 日付 Economic Monitor『中国経済：景気は底堅いが年明け以降は減速も』など参照。 

（参考）製造業PMI
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製品在庫 輸入 購買量 購買価格 受注残高

（ウェイト） （30％） （25％） （20％） （15％） （10％）

1月 49.4 49.5 51.4 47.8 50.5 46.8 46.9 44.6 46.4 49.0 45.1 43.4
2月 49 48.6 50.2 47.6 49.8 48.0 47.4 46.4 45.8 47.9 50.2 43.9
3月 50.2 51.4 52.3 48.1 51.3 48.2 50.2 46.0 50.1 52.6 55.3 45.7
4月 50.1 51 52.2 47.8 50.1 47.4 50.1 45.5 49.5 51.0 57.6 44.8
5月 50.1 50.7 52.3 48.2 50.4 47.6 50.0 46.8 49.6 51.2 55.3 45.1
6月 50.0 50.5 52.5 47.9 50.7 47.0 49.6 46.5 49.1 50.5 51.3 45.0
7月 49.9 50.4 52.1 48.2 50.5 47.3 49.0 46.8 49.3 50.5 54.6 45.5
8月 50.4 51.3 52.6 48.4 50.6 47.6 49.7 46.6 49.5 52.6 57.2 45.0
9月 50.4 50.9 52.8 48.6 49.9 47.4 50.1 46.4 50.4 51.9 57.5 45.2
10月 51.2 52.8 53.3 48.8 50.2 48.1 49.2 46.9 49.9 52.4 62.6 45.8
11月 51.7 53.2 53.9 49.2 49.7 48.4 50.3 45.9 50.6 52.9 68.3 46.7
12月 51.4 53.2 53.3 48.9 50.0 48.0 50.1 44.4 50.3 52.1 69.6 46.2

2017年 1月 51.3 52.8 53.1 49.2 49.8 48.0 50.3 45.0 50.7 52.6 64.5 46.3
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